
お知らせ

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

研
修
事
業
の
ご
案
内

　
（
財
）電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で

は
、
電
源
地
域
の
長
期
的
・
自
立
的

な
振
興
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的

に
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
実
践
的
な
研
修

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
振
興
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
研
修
で
は
、
参
加
者

の
交
通
費
・
日
当
・
宿
泊
費
の
４
分

の
３
が
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成
さ
れ

ま
す
。

【
対
象
】＝
各
種
団
体
、
事
業
者
、
個

人
な
ど

【
申
込
締
切
】＝
各
定
員
に
な
り
次
第
、

締
切

【
申
込
方
法
】＝
詳
し
く
は
、
電
源
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
研
修
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
2.dengen.or.jp/

【
申
込
・
問
合
先
】＝
本
庁
原
子
力
対

策
課 （
内
線
４
６
３
２
）

寄
附
・
寄
贈　
　
　
　
　
　

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
な
ど
に
対
し
、
個
人
・
団
体
の

ご
好
意
に
よ
り
寄
附
・
寄
贈
を
頂
き
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
紙
面
へ

の
掲
載
を
も
っ
て
、
ご
紹
介
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▼�

青
瀬
小
学
校
へ
環
境
整
備
備
品

（
卓
球
台
）寄
贈

　

株
式
会
社　

熊
建

代
表
取
締
役
社
長　

熊く
ま
た
に谷
公こ
う

喜き

▼�

亀
山
・
可
愛
・
隈
之
城
・
育
英
・

平
佐
西
小
学
校
へ
教
材
備
品（
一

輪
車
な
ど
）寄
贈

　

西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業
株
式
会
社

　

　

川
内
原
子
力
事
業
所

所
長　

島し
ま
む
ら村
博ひ
ろ

史し

▼�

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
役
立
て
る
た

め
花
苗
付
き
プ
ラ
ン
タ
ー
寄
贈

　

中な
か

山や
ま

勝か
つ

雄お

▼�

福
祉
事
業
全
般
の
た
め
資
金
寄
附

　

鹿
児
島
県
建
設
業
協
会
川
内
支
部

支
部
長　

廣ひ
ろ

瀬せ

十
し
ゅ
う
士し

▼�

畜
産
振
興
に
役
立
て
る
た
め
資
金

寄
附　
　
　
　
　
　
　

渕ふ
ち

上う
え

峯み
ね

男お

▼�

救
急
行
政
活
動
に
役
立
て
る
た
め

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

寄
贈

　

�

鹿
児
島
県
遊
技
業
協
同
組
合
川
内

支
部　
　
　

支
部
長　

山や
ま

室む
ろ

克か
つ

己み

＊�

平
成
20
年
12
月
１
日
〜
平
成
21
年

３
月
31
日
寄
附
・
寄
贈
分

⓴広報薩摩川内　2009.6.10㉑ 2009.6.10　広報さつませんだい

　

水
引
地
区
に
は
、
多
く
の
歴
史
文
化
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

興
味
深
い
も
の
は
、
京
き
ょ
う
ど
ま
り
泊
の
天て
ん
し
ゅ
ど
う

主
堂（
キ
リ
ス

ト
教
）跡
地
、
船ふ
な

間ま

島じ
ま 

と
御お

釣つ
り

場ば

の
古
墳
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
戦
国
時
代
は
京
泊
港
と
対

岸
の
久
見
崎
港
は
、
豊
臣
軍
勢
の
支
配
下
に
あ

り
、
豊
臣
秀
吉
は
大
小
路
の
泰
平
寺
に
本
陣
を

構
え
て
い
ま
し
た
。
島
津
義
久
は
降
伏
を
決
意

し
、
髪
を
剃そ

っ
て
泰
平
寺
で
拝は
い

謁え
つ

降
伏
し
た
と

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
戦
前
の
船
間
島
に
は
海
軍

特
攻
基
地
と
し
て
震し
ん

洋よ
う

特
攻
艇
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
引
地
区
の
郷
土
芸
能
を
挙
げ
て
み

る
と
、｢

川
底
六
尺
棒
踊
り｣

、｢

次
郎
次
郎
踊
り

（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）｣

、
そ
の
ほ
か｢

網お
う

津づ

の
バ
ラ
踊
り｣

、｢

三
尺
棒
踊
り｣

、｢

川
内
み

な
と
棒
踊
り｣

、｢

兵
六
踊
り｣

が
あ
り
、
季
節
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

■問合先　水引地区コミュニティ協議会　　■所在地　〒 899-1921　薩摩川内市水引町 5222 番地 3　 ・ 0996（26）3849

　

水
引
地
区
は
、
川
内
川
河
口
と
川
内
港
を
有
し
、

川
内
川
河
口
か
ら
上
流
に
向
か
っ
て
左
側
に
位
置

し
、
東
北
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
西
部
は
東
シ
ナ

海
に
面
し
、
約
25
㎞
沖
合
に
は
甑
島
を
眺
望
で
き

ま
す
。

　

昭
和
26
年
４
月
に
川
内
市
と
合
併
し
、
小
倉

町
・
水
引
町
・
湯
島
町
・
港
町
・
網
津
町
の
５
町

区
が
あ
り
ま
す
。
各
町
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
公
民
館

制
度
が
あ
り
、
町
区
ご
と
に
行
事
運
営
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
水
引
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、

こ
の
５
町
区(

世
帯
数
１
１
２
０
戸
・
人
口
３
０

２
２
人)

を
抱
え
、
自
治
連
合
部(

自
治
会
数
35
）・

生
涯
学
習
部
・
青
少
年
育
成
部
・
体
育
部
・
環
境
部
・

防
犯
防
災
交
通
部
の
７
部
会
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
特
徴
と
し
て
、
遠
浅
で
美
し
い
砂
浜
が

続
く
唐
浜
海
水
浴
場
や
、
農
業
で
は
唐
浜
砂
丘
地

の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
漁
業
で
は
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
の

特
産
品
が
有
名
で
す
。
さ
ら
に
、
川
内
川
河
口
か

ら
上
流
に
か
け
て
の
冬
場
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
捕
り

な
ど
が
当
地
区
の
大
き
な
収
益
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

教
育
行
政
の
面
で
は
、
水
引
小
・
中
学
校
に
お

い
て
、
市
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
小
中
一
貫
教
育

が
先
行
実
施
さ
れ
、
そ
の
効
果
は
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
特
に
、
小
・
中
学
校
合
同
で
行
わ
れ

た
運
動
会
は
、
地
区
住
民
な
ど
の
関
心
が
高
く
大

好
評
で
し
た
。

　

地
区
の
可
能
性
と
し
て
は
、
川
内
・
甑
島
航
路

の
実
現
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
水
引
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
完
成
、
川
内
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
交
通
網
の
発
展
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
に
向
け
て
大
き
な
可

能
性
を
持
つ
水
引
地
区
で
す
。

别べ
っ

府ぷ

伸の
ぶ

博ひ
ろ

さ
ん

江え

口ぐ
ち

俊と
し

郎ろ
う

さ
ん

近こ
ん

藤ど
う

一か
ず

男お
さ
ん

榎え
の

本も
と

元も
と

男お
さ
ん

ホ
タ
ル
川
を
育
て
守
る
会

会
長

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
部
会
長

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園

文
化
刺
繍
講
師

草道川上流の清流に生息しているホ
タルを増殖させようと、自然環境保
護に力を注いでいます。

５〜６月は特産品唐浜ラッキョウの
収穫最盛期。部会員約 100 人でブ
ランド名を守っています。

ブルーベリー栽培に熱心に取り組む
姿勢が、周りに元気を与えてくれま
す。収穫は７〜８月にかけて。ぜひ、
体験を！

平成３年から公民館主事と館長を
12 年間務め、生涯学習を一生の宝
に、文化刺繍作りや講演会に努めて
います。

兵六踊りは大
おおいし

石兵
ひょうろく

六の物語を劇で表したものです（草道芸能保存会）。

網
おう

津
づ

バラ踊りは、今も水引小・中学生へと受け継がれ披露されています（網津保存会）。

次郎次郎踊りは、田植前の様子を表

した無言の即興劇で、毎年３月に奉

納されています(草道芸能保存会）。

白い砂浜が美しい唐浜海水浴場。毎

年子ども育成会・地区住民による清

掃活動を実施しています。

第 41 回

水
引
地
区
は
自
然
に
恵
ま
れ
、歴
史

に
は
ぐ
く
ま
れ
、資
源
も
い
っ
ぱ

い
！
未
来
に
向
け
た
夢
も
い
っ
ぱ

い
！
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
地
区
活

性
化
に
励
ん
で
い
ま
す
。

〜 

川
内
地
域
水
引
地
区
編 

〜

〜 

川
内
地
域
水
引
地
区
編 

〜

保健センターで実施する保健事業
地 域 月　日 時　間 内　　容

川 内

６/23(火)
９ :00 〜 ９ :20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 〜 11:30 健 康 相 談（ 成 人・ 母 子 ）

６/30(火)
９ :00 〜 ９ :20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 〜 11:30 健 康 相 談（ 成 人・ 母 子 ）

樋 脇 ７/１(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

入 来 ７/１(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

東 郷 ７/１(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

祁答院 ７/１(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

No. 研　　修　　テ　　ー　　マ 時期（予定）日数 定員 負担金

1 プレゼンテーション能力開発講座 H21. 7 2 30 13,000

2 問題解決・企画立案能力開発講座 H21.12 3 30 15,000

3 ファシリテータ能力開発講座〔上期〕
〜ワークショップの進め方を学ぶ〜 H21. 7 2 30 13,000

4 ファシリテータ能力開発講座〔下期〕
〜ワークショップの進め方を学ぶ〜 H21.12 2 30 13,000

5 行政評価の効果的な手法・活用策・改善策を学ぶ H21. 7 3 30 15,000

6 住民との協働によるまちづくりⅠ
〜住民参加型まちづくりの必要性とその方策を学ぶ〜 H21. 7 2 40 10,000

7 住民との協働によるまちづくりⅡ
〜行政とＮＰＯ・コミュニティビジネスとの協働を学ぶ〜 H22. 2 2 40 10,000

8 中山間地域の地域活性化策を学ぶ H21.10 3 40 15,000

9 循環型社会の推進における地域活性化策を学ぶ
〜地域からの循環型社会づくり〜 H22. 1 2 40 10,000

10 少子化社会における地域づくりを学ぶ H21. 8 2 40 10,000

11 高齢化社会における地域づくりを学ぶ H21.10 2 40 10,000

12 住民と行政が一体となった地域福祉のあり方を考える H22. 1 2 40 10,000

13 都市と農村の交流・共生を学ぶ〜グリーン・ツーリズムなど〜 H21.10 3 40 15,000

14 農業の活性化策を学ぶ〜所得向上と担い手対策〜 H21.12 2 40 10,000

15 持続可能な漁業経営の方策を学ぶ H21. 9 2 20 10,000

16 中心市街地活性化策を学ぶ
〜地域コミュニティを担う中心市街地〜 H21.10 2 40 13,000

17 地域産業活性化の方策を学ぶ H21. 9 2 40 10,000

18 地域資源を活用した観光振興を学ぶ
〜地域ぐるみによる観光まちづくり〜 H21. 9 2 40 10,000

19 地域資源を活かした観光まちづくり戦略
〜魅力あふれる個性豊かな地域づくり〜 H21.11 3 40 15,000

20 地域特性を活かした特産品の開発・販売促進を学ぶⅠ H21. 8 2 40 10,000

21 地域特性を活かした特産品の開発・販売促進を学ぶⅡ H21.11 2 40 10,000

22 地域特性を活かした特産品の開発・販売促進を学ぶⅢ H22. 2 2 40 10,000

23 海外事前研修　地域とエネルギー関連施設の共生を学ぶ H21. 8 1 15 13,000

24 海外研修　地域とエネルギー関連施設の共生を学ぶ H21.10 8 15 250,000歴　

史

文　

化




